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お問い合わせ先

　米代川水系水質汚濁対策連絡協議会
　国土交通省東北地方整備局　能代河川国道事務所
     電話　０１８５－７０－１００１(代表）
       副所長(技術）　栗田　信博(内線２０４）       河川管理課長　　泉谷　敏広(内線３３１）

　以上のことから、米代川の安全性が確認されたため、「警戒体制」を解除します。

能代河川国道事務所では、米代川の５地点で、秋田県では米代川及び赤金川の１１地点で
水質調査を実施して参りましたが、今回の鉱山廃水流出事故による水質の異常は見られま
せんでした。

なお、秋田県は、赤金川においてＰＨが低く、亜鉛等が高い値を示したことについては、
事故発生箇所の上流部でも同レベルで検出されることから、自然に由来するものと判断し
ています。

　平成２５年３月１８日（月）１８時１５分、秋田県鹿角市内の鉱山関連施設から鉱山廃水が流
出する事故が発生したとの連絡が、関東東北産業保安監督部より入ったことから、同日１８時１
５分に能代河川国道事務所は「警戒体制」を設置し、現状の把握や関連機関への情報提供を行っ
て参りました。
　３月１８日、発生箇所の破損した水路の応急復旧が完了し、河川への流出の恐れが無くなった
こと、能代河川国道事務所及び秋田県の水質調査により米代川の安全性が確認されたことから、
３月２３日１２時００分をもちまして、能代河川国道事務所の「警戒体制」を解除するもので
す。

１．事故内容

　　・発生場所：秋田県鹿角市尾去沢字春木沢付近(米代川支川赤金川）
  　・流出物　：鉱山廃水(銅・鉄・亜鉛などを含む）
  　・流出量　：最大７２立方メートル(推定）

２．対応状況

　③水質の安全性の確認

　②破損した水路の応急復旧完了

３月１８日１６時５０分頃、事故施設の管理者により破損した水路の応急復旧が完了し、
関東東北産業保安管理部東北支部により、水路の安全性が確認されています。

　①上水道用水の安全性の確保

大館市水道では１８日１９時５０分に、能代市水道では１８日２３時に取水を停止し、そ
の後、各水道において安全性が確認されたとし、大館市水道では１８日２２時に、能代市
水道では１９日７時３０分に取水を再開しています。
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